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Ⅰ 調査の設計 

 
◆調査の目的 
「県民の政治意識～モニター調査」はこの１０年余り、２月と８月の毎年２回、定期的に実施してお

り、今回の２２回調査は昨年の衆院選の審判をうけた与党の圧倒的優位の下で、２００６年度予算の審

議中に行われた。 

今年秋の自民党総裁任期いっぱいの退陣を表明している小泉純一郎首相は、余すところ約半年となっ

た段階で、耐震強度偽装、ライブドア不正、米国産牛肉輸入、防衛施設庁談合のいわゆる“４点セット”

をめぐる与野党攻防の淵に追い込まれ、改革路線の総仕上げは大きく揺らぎ始めていた。 

しかし、民主党は国会審議で同党議員がライブドア事件の新たな疑惑として追及した、元社長堀江貴

文被告の「送金指示メール」がニセモノだったと謝罪するに至り、局面が一挙に様変わりした。改革に

伴う経済格差の拡大が国会内外で論議されるなか、自民党の後継総裁争いに加えて、民主党代表ポスト

の行方が前面に押し出されてきた。 

県下では、今年夏に田中康夫知事２期目の任期満了による知事選が予定され、通算６年間にわたる県

政の実績が問われる。政局波乱の様相が強まりつつある渦中にあって、政治に対して県民がどのような

評価と期待感を抱いているのか、協会モニターを通じて更なる点検を行う。 

  
◆調査の設計 
 
▽調査方法  当協会の登録モニターに事前に調査票を郵送し、回答は郵送、ファクス、電話

聞き取り、インターネットを併用して回収。 
【モニター～継続的な調査対象者】 

 １９９５年６月の参院選直前、県下の満２０歳以上の１０００人を対象に、政治意

識調査を実施。その際、追跡調査に協力できるという人たち６７８人を対象に、選挙

直後の同年７月に「参院選の投票行動」調査を行った。 

 これを「第 1 回モニター調査」と位置付け、それ以降は男女別、年代別、選挙区別

などの比率が“県下の有権者の縮図”となるようにサンプル対象者を選定して、１９

９６年２月に第２回調査を行い、それ以降は半年間隔で年２回ずつ、定期的に続行し

ている。この間、モニターは若干補正し登録数は５００人を維持している。 

 
 
▽調査時期   ２００６年２月１７日発送～３月２日回収締め切り 

▽有効回収数（率） ４７９人（回収率９５．８％＝男性２４５人 女性２３４人） 

▽回収内訳     郵送  ２３６（４９．３％） ファクス  １１０（２３．０％） 

電話聞き取り  ９９（２０．７％） インターネット  ３４（７．１％） 

 

＜注＞報告書のパーセント数字は小数点第２位を四捨五入。合計が 100 にならない場合がある。 
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＜サンプルの内訳＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【性別と年代】
合計 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上
479 52 91 79 100 75 82

100.0% 10.9% 19.0% 16.5% 20.9% 15.7% 17.1%
245 30 45 39 55 39 37
51.1% 6.3% 9.4% 8.1% 11.5% 8.1% 7.7%
234 22 46 40 45 36 45
48.9% 4.6% 9.6% 8.4% 9.4% 7.5% 9.4%

全体

男性

女性

6.3%

9.4%
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20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

男性 女性

【職業】
農・林・漁業 34 7.1%
事務・技術系の勤め 94 19.6%
現業系の勤め 30 6.3%
サービス系の勤め 51 10.6%
役員・管理職・自由業 28 5.8%
商工・自営業 54 11.3%
主婦 121 25.3%
無職 49 10.2%
その他 18 3.8%

【地域】
北信 150 31.3%
東信 92 19.2%
中信 109 22.8%
南信 128 26.7%

【選挙区】
1区 111 23.2%
2区 108 22.5%
3区 108 22.5%
4区 73 15.2%
5区 79 16.5%

【結婚】
既婚 387 80.8%
未婚 77 16.1%
答えたくない 15 3.1%
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16.1%
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Ⅱ 今回の概要 

 政党支持  

◆自民 33.4％の高水準キープ 民主は下降 15.2％  

自民党が 33.4％と、前回調査（2005 年 10 月）で衆院選大勝の余勢を駆って、この 10 年

間の過去最高（33.3％）の高水準を維持。対照的に、民主党は 15.2％と 4.5 ﾎﾟｲﾝﾄ下げ、

衆院選敗北に続く今国会のライブドア事件をめぐる「偽送金指示メール追及質問」の謝罪

と党内波乱で、退潮に歯止めがかからない状況だ。自民党との差は 18 ﾎﾟｲﾝﾄ余にさらに拡

大した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆30 代で自民 36％ 女性の“民主不人気”続く 

自民、民主両党ともに加齢に伴い支持率が上昇するが、30 代で自民党支持が高めの傾向

が続く。自民党支持で男女差がない半面、女性で民主党支持が低い状況に変化はみられな

い。 

3 位に公明党（4.6％）が続き、共産党、社民党が僅差で並ぶ。 

支持する政党を評価し期待するのは、一貫してトップにある「政策の現実性」と 2 位の

「安定感・頼りがい」が上向き、続く「長期的な視点」「主義主張の一貫性」「革新的な姿

勢」の上位にも大きな変動はみられない。 

 
第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回
98年7月 99年2月 99年9月 00年3月 00年8月 01年2月 01年8月 02年2月 02年10月

(橋本内閣) (小渕内閣) (小渕内閣) (小渕内閣) (森内閣) (森内閣) (小泉内閣) (小泉内閣) (小泉内閣)

自民党 16.7% 19.7% 24.4% 21.0% 20.8% 13.0% 31.7% 23.3% 25.2%

民主党 24.5% 23.0% 16.3% 22.2% 27.7% 25.2% 19.4% 13.3% 10.3%

支持する政党はない 33.9% 36.5% 39.6% 37.3% 30.4% 39.2% 27.1% 45.5% 48.3%

第16回 第17回 第18回 第19回 第20回 第21回 第22回
03年2月 03年8月 04年2月 04年8月 05年2月 05年10月 06年2月
(小泉内閣) (小泉内閣) (小泉内閣) (小泉内閣) (小泉内閣) (小泉内閣) (小泉内閣)

20.8% 23.2% 26.7% 23.6% 25.5% 33.3% 33.4%

11.0% 15.3% 21.5% 28.7% 21.9% 19.7% 15.2%

53.8% 46.2% 41.6% 35.1% 42.4% 33.3% 37.4%
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 支持政党なし層  

◆再び増勢 37.4％ 自民を上回る 

前回は自民党の急伸のあおりで同率に並ばれたが、今回は民主党の落ち込みを吸収する

かたちで 37.4％に伸ばし、再び支持率“実質トップ”に戻った。 

支持政党なし層の度合いが高めに推移してきた女性が 39.7％にやや増えたが、男性も増

えて（35.1％）、その差は 4.6％と縮まる方向にある。また、40 代が 51.9％にのぼり、こ

れまで無党派層の主力であった 20～30 代を上回る。 

支持政党なし層が親近感を持つのは「民主党」が 27.4％－自民党 15.6％。民主党が減少

し、自民党との差も縮まった。僅かながら社民党（7.3％）が増えて 3位に上がった。 

 

 小泉内閣に対する評価  

◆不支持が再び加速－支持に 10 ﾎﾟｲﾝﾄ差 

今年秋の自民党総裁任期での退陣を明

言し、今回の調査時点で“残り任期”約

半年となった小泉純一郎内閣に対する評

価は厳しさを増し、支持が７ﾎﾟｲﾝﾄ余減少

の 44.7％、不支持は７ﾎﾟｲﾝﾄ増の 54.9％

で逆転した。 

前回（昨年 10 月）の調査で、直前の衆

院選での圧勝をうけ、支持が過半数に達

し不支持を２年ぶりに逆転したが、今回

は「耐震強度偽装」「ライブドア不正取

引」「米国産牛肉輸入」「防衛施設庁談

合」の４点セットの国会論議で、守勢に

置かれる中での不支持優位となった。 

 

 

 

 

これは政治に対する満足度の低下（21％）に反映され、国政の優先課題でも「景気・雇

用」が経済の持ち直しを反映して大幅に減少（24％）したのと対照的に「行政・財政」が

36％に増え、構造改革に対する視線の厳しさが現われた。 

 

 

【内閣支持率の推移】
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支持 44.5% 44.9% 48.1% 40.5% 49.3% 44.1% 46.3% 39.8% 47.9% 46.8% 83.1% 9.6% 28.5%
不支持 55.1% 54.7% 51.9% 59.5% 50.7% 55.9% 52.8% 59.3% 52.1% 53.2% 16.3% 89.0% 71.5%

政党支持選挙区年代性別
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◆首相のリーダーシップに陰り…「政策に期待できず」アップ 

内閣支持の理由で前回、常時断然トップの「ほかに適当な人がいないから」が減り、２

位の「首相の政治姿勢の好ましさ」が伸びて小泉首相への“求心力”が示されたが、今回

は再びその差が開き、不支持の理由でも「政策に期待できない」が大幅にアップし、総体

的にリーダーシップに陰りがみられる。 

 

◆ 小泉後継「安倍氏」先行 46％ 続く「福田氏」  

 

 

 

 

後継候補として、いわゆる「麻垣康三」を軸に６人を列挙して聞いた結果は「安倍氏」

が 46％を占めて大きくリード。続いて「福田氏」が 19％で健闘ぶりを見せ、３位からは５％

以下で麻生氏、竹中氏、谷垣氏、山

崎氏がだんご状態で並ぶ。 

首相に最も望む能力資質は、上位

に「国民への説明能力」と「リーダ

ーシップ」が拮抗し、二番手グルー

プに「政策立案能力」「バランス感

覚」「庶民感覚」が僅差で並ぶが、全

体的に求める項目は縮まる方向にあ

る。 

 

 

 

◆ 民主党の前原代表「継続」44％ 「新しい人に交代」55％  

 

 

 

外交・防衛路線で党内に反発を抱えるのに加えて、偽メール問題処理で逆風が増し、リ

ーダーシップが揺らいでいる前原代表について、継続を期待するのが 44％。新たな人に交

代を望むのは 55％と 10 ﾎﾟｲﾝﾄ上回った。昨年秋の前回調査では、前原代表率いる民主党に

「期待する」が 52％と、僅差ながら「期待しない」（48％）を上回っていた。 

20～30 代の若い層の「継続」が半数を超えたのに対して、40 代以上では「新しい人に」

が過半数を占め、とくに 40 代では 63％に達する。民主党支持層では「継続」が 62％にの

ぼり、自民党でも 46％。しかし、無党派層では「交代」が 60％に達し「継続」は 38％と

大差が開く。 
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Ⅲ 今回のポイント 

  小泉改革の成果  

◆「評価する」43％ 否定的評価が 10 ﾎﾟｲﾝﾄ余上回る 

 

 

 

通算で約 5 年間にわたる小泉内閣の構造改革の成果を「評価する」が 43％、「評価しな

い」は 54％で、否定的なとらえ方が 10 ﾎﾟｲﾝﾄ余上回った。男女の違いはあまりみられない

が、若い年代層ほど「評価しない」が高め。 

与党の自民党、公明党で肯定的な評

価が 70％を超す高さを示すが、民主党

では否定的な感度が 75％にのぼり、無

党派層でも 70％に迫りコントラスト

が際立つ。 

内閣の評価に照らしてみると、支持

層の 80％が改革の成果を肯定的にみ

ているのに対して、不支持層は逆に否

定が 84％にのぼる。 

 

◆改革の成果～暮らし向き「中の上」が肯定 50％ 「中の下」は否定 54％ 

 

 

 

今回調査で自分の暮らし向きを「中」にラン

ク付けした人は全体で約 70％（内訳は「中の

上」24％「中の下」45％）にのぼったなかで、

改革の成果の肯定が「中の上」で半数に達した

が「中の下」では 42％に落ち込み、否定が半

数を突破して 12 ﾎﾟｲﾝﾄ差の逆転。こうした受け

とめは「下の上」にほぼ連動しており、いわゆ

る中流意識に明確な断裂がみられる。 
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◆靖国参拝～改革肯定層「評価する」50％ 否定層は「評価しない」81％ 

 

 

 

小泉内閣の個別政策について、改革の成果を評価する層は「靖国参拝」と「自衛隊のイ

ラク派遣」の肯定的受けとめが半数に達する。しかし、成果に疑問を示す層では 20％前後

の低さにとどまり、小泉首相のリーダーシップが際立った半面、世論の亀裂の深さが鮮明

だ。 

 
 
 
 
 
 
 

◆施設庁談合～改革肯定層でも「責任ある」70％の高率 

 

 

 

最近の社会的犯罪に対する小泉内閣・自民党の責任については、耐震強度偽装に「責任

ある」49％－「責任はない」50％、ライブドア取り引き不正で「ある」47％－「ない」52％

とほぼ拮抗したが、防衛施設庁談合には「ある」79％－「ない」21％の厳しい判断が示さ

れた。 

これを小泉改革の評価に照らしてしてみると、改革に肯定的な層は耐震強度偽装で「責

任ある」が 33％、ライブドア不正には 28％にとどまるが、改革に否定的な層は 2 件とも

60％台に跳ね上がる。しかし、施設庁談合には、改革肯定層でも「責任ある」が 70％に達

する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

評価する
50.0%

評価しない
49.0%

評価する
18.1%

評価しない
81.2%

首相の 
靖国参拝 

自衛隊の 
イラク派遣 52.4%47.1% 21.2% 78.5%

小泉改革「評価する」層は 小泉改革「評価しない」層は 

耐震強度 
偽装 

責任ある
33.0%

責任ない
67.0%

責任ある
62.7%

責任ない
37.3%

ライブドア 
不正取引事件

27.7%72.3% 63.5% 36.5%

防衛施設庁の

談合疑惑 
70.4%29.6% 87.3% 12.7%

小泉改革「評価する」層は 小泉改革「評価しない」層は 

評価する
31.7%

評価しない
65.6%

なんともいえない
2.7%

責任がある
79.3%

責任はない
20.5%

なんともいえない
0.2%
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 競争と社会の活気  

◆経済格差の「拡大」90％  “痛み”の対策「ある」10％に届かず 

 

 

 

 

今の日本で経済的な格差が「拡大している」と受けとめている人が 90％に達し、格差に

よる“痛み”に手が打たれていないと「思う」も 90％を突破する。競争が社会の活気を高

めていると「思う」37％－「思わない」63％に分かれた。 

自民支持層で格差が拡大している半面“痛み”に手は打たれていないとの受けとめがと

もに 80％を突破する高さで、民主党、無党派層ではさらに上回る構図になっている。その

一方で、競争が社会の活気を高めていると「思う」が自民党で半数を占めるのに対して、

民主党、無党派層では 30％台にとどまり、競争社会の感度に隔たりが鮮明になっている。 
小泉改革を肯定的にみる層は、活気を高めていると「思う」52％－「思わない」48％と

判断が微妙に分かれるが、否定的な層では「思わない」が 70％を突破する。 

 

 

 
思う

47.6%
思わない

51.9%
思う

28.5%
思わない

71.5%

競争が社会の

活気を高めて

いる 

小泉改革「評価する」層は 小泉改革「評価しない」層は 

思う
37.0%

思わない
62.8%

なんともいえない
0.2%

＜競争が社会の活気を高めている＞ 
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Ⅳ 単純集計 

 
問 1 あなたは、今の政治に満足していますか 

  全体 男性 女性 

大いに満足  1.0%  1.2%  0.9% 

どちらかといえば 19.6% 20.8% 18.4% 

満足 

どちらかといえば 55.7% 54.3% 57.3% 

不満足 

全く不満足 23.6% 23.7% 23.5% 

なんともいえない・  0.0%  0.0%  0.0% 

わからない 

 

問 2 あなたは、国の政治の課題として、次に挙げた項目

の中ではどれがもっとも重要だと思いますか 

  全体 男性 女性 

行政・財政 35.9% 37.1% 34.6% 

景気・雇用 23.8% 25.3% 22.2% 

福祉・医療 20.7% 19.2% 22.2% 

教育  11.1% 10.6% 11.5% 

安全保障・外交  7.7%  6.9%  8.5% 

その他   0.8%  0.8%  0.9% 

なんともいえない・  0.0%  0.0%  0.0% 

わからない 

 

問 3 あなたは、小泉内閣を支持しますか 

  全体 男性 女性 

支持する  44.7% 44.5% 44.9% 

支持しない 54.9% 55.1% 54.7% 

なんともいえない  0.4%  0.4%  0.4% 

 

問 4 支持する理由は何ですか（2つ以内） 

  全体 男性 女性 

ほかに適当な人が 55.6% 51.4% 60.0% 

いないから 

首相の政治姿勢が 32.7% 34.9% 30.5% 

好ましいから 

小泉純一郎さんが 23.8% 27.5% 20.0% 

首相だから 

自民党中心の内閣 22.4% 22.9% 21.9% 

だから 

政策に期待できる 22.0% 25.7% 18.1% 

から 

自民党・公明党の 21.0% 21.1% 21.0% 

連立内閣だから 

その他   2.8%  2.8%  2.9% 

なんとなく・特に  0.0%  0.0%  0.0% 

理由はない 

 

問 5 支持しない理由は何ですか（2つ以内） 

  全体 男性 女性 

政策に期待できな 67.7% 65.2% 70.3% 

いから 

首相の政治姿勢が 62.7% 64.4% 60.9% 

好ましくないから 

自民党中心の内閣 21.7% 17.8% 25.8% 

だから 

自民党・公明党の 20.5% 22.2% 18.8% 

連立内閣だから 

小泉純一郎さんが 10.3% 11.9%  8.6% 

首相だから 

ほかに適当な人が  3.0%  3.7%  2.3% 

いるから 

その他   3.0%  3.0%  3.1% 

なんとなく・特に  0.0%  0.0%  0.0% 

理由はない 

 

問 6-A 小泉内閣の改革の成果 

  全体 男性 女性 

評価する  43.0% 42.4% 43.6% 

評価しない 54.3% 56.3% 52.1% 

なんともいえない  2.7%  1.2%  4.3% 

 

問 6-B 小泉首相の靖国神社参拝 

  全体 男性 女性 

評価する  31.7% 33.1% 30.3% 

評価しない 65.6% 64.5% 66.7% 

なんともいえない  2.7%  2.4%  3.0% 

 

問 6-C 自衛隊のイラク派遣 

  全体 男性 女性 

評価する  34.0% 41.2% 26.5% 

評価しない 63.5% 56.7% 70.5% 

なんともいえない  2.5%  2.0%  3.0% 

 

問 6-D 北朝鮮との問題処理 

  全体 男性 女性 

評価する  21.1% 20.8% 21.4% 

評価しない 75.8% 76.7% 74.8% 

なんともいえない  3.1%  2.4%  3.8% 

 

問 6-E 米国産牛肉の輸入問題 

  全体 男性 女性 

評価する  28.0% 26.5% 29.5% 

評価しない 69.7% 72.2% 67.1% 

なんともいえない  2.3%  1.2%  3.4% 

 

問 7 あなたは現在、日本の首相にはどのような能力、資

質が一番必要だと思いますか 

  全体 男性 女性 

国民への説明能力 24.6% 24.9% 24.4% 

リーダーシップ 23.0% 26.5% 19.2% 

政策立案能力 17.7% 18.0% 17.5% 

バランス感覚 14.6% 12.2% 17.1% 

庶民感覚  12.7% 11.4% 14.1% 

清潔さ   2.5%  3.7%  1.3% 

人柄   2.5%  2.0%  3.0% 

その他   0.8%  0.4%  1.3% 

特にない   1.3%  0.8%  1.7% 

なんともいえない・  0.2%  0.0%  0.4% 

わからない 
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問 8 あなたは自民党総裁の後継者（首相）として、だれ

がふさわしいと思いますか 

  全体 男性 女性 

安倍晋三氏 45.5% 44.5% 46.6% 

福田康夫氏 19.2% 20.0% 18.4% 

麻生太郎氏  5.0%  6.1%  3.8% 

竹中平蔵氏  4.8%  3.3%  6.4% 

谷垣禎一氏  3.8%  3.7%  3.8% 

山崎拓氏   2.3%  3.3%  1.3% 

6 人の中にはいない 14.2% 15.9% 12.4% 

なんともいえない・  5.2%  3.3%  7.3% 

わからない 

 

問 9 あなたは、どの政党を支持しますか 

  全体 男性 女性 

自民党  33.4% 32.2% 34.6% 

民主党  15.2% 18.8% 11.5% 

公明党   4.6%  4.9%  4.3% 

共産党   4.4%  3.7%  5.1% 

社民党   3.3%  4.5%  2.1% 

国民新党   0.6%  0.8%  0.4% 

新党日本   0.4%  0.0%  0.9% 

その他の政党  0.0%  0.0%  0.0% 

支持する政党はない 37.4% 35.1% 39.7% 

答えたくない  0.6%  0.0%  1.3% 

 

問 10 あなたは、支持する政党のどんな点を評価し、期

待していますか 

  全体 男性 女性 

政策の現実性 38.0% 41.5% 34.1% 

安定感・頼りがい 27.6% 27.7% 27.5% 

長期的な視点 22.9% 20.1% 26.1% 

主義主張の一貫性 18.2% 14.5% 22.5% 

革新的な姿勢 18.2% 19.5% 16.7% 

日本国憲法への姿勢 15.5% 17.0% 13.8% 

党首の魅力 12.8% 12.6% 13.0% 

開かれた党運営 11.1% 12.6%  9.4% 

清潔なイメージ 10.8% 10.7% 10.9% 

中道的な姿勢  7.7% 10.7%  4.3% 

保守的な姿勢  5.1%  4.4%  5.8% 

その他   2.4%  1.9%  2.9% 

なんとなく  0.7%  0.0%  1.4% 

 

問 11 あなたが、どちらかといえば親しみを感じたり、

場合によっては支持・投票したい政党はありますか 

  全体 男性 女性 

民主党  27.4% 31.4% 23.7% 

自民党  15.6% 16.3% 15.1% 

社民党   7.3%  8.1%  6.5% 

共産党   5.6%  4.7%  6.5% 

国民新党   2.2%  3.5%  1.1% 

公明党   0.6%  1.2%  0.0% 

新党日本   0.6%  1.2%  0.0% 

その他の政党  0.0%  0.0%  0.0% 

そのような政党は 40.8% 33.7% 47.3% 

ない 

答えたくない  0.0%  0.0%  0.0% 

 

 

 

問 12 あなたは「支持政党なし（無党派）層」について、

どのようにお考えですか（2つ以内） 

  全体 男性 女性 

政治・政党への 65.3% 62.9% 67.9% 

不満、不信の表れ 

政治に対して無 31.3% 33.5% 29.1% 

関心、無責任 

政党の努力しだい 30.5% 31.0% 29.9% 

で減っていく 

政治家個人中心の 18.2% 17.1% 19.2% 

選挙が背景にある 

自由に 1票を行使 13.8% 13.9% 13.7% 

している 

政治を不安定にさ 10.9% 11.0% 10.7% 

せている 

棄権が多く投票率  9.8% 10.2%  9.4% 

を下げる一因 

政治に関心の高い  6.3%  5.7%  6.8% 

人が多い 

選挙での波乱要素  5.6%  5.3%  6.0% 

になっている 

その他   0.0%  0.0%  0.0% 

なんともいえない・  1.3%  1.2%  1.3% 

わからない 

 

問 13 民主党はことし党代表の改選期を迎えます。あな

たは、今の前原誠司代表が続けることを期待しますか。期

待しませんか 

  全体 男性 女性 

新しい代表を選ぶ 54.5% 55.1% 53.8% 

のがよい 

前原代表が続ける 43.8% 44.1% 43.6% 

のがよい 

なんともいえない・  1.7%  0.8%  2.6% 

わからない 

 

問 14 あなたは、政党が統一や分裂して新しい政党が生

まれたり、新しい協力関係をつくったりする「政治・政党

の再編成」が今後行われることを期待しますか 

  全体 男性 女性 

期待する  50.3% 55.1% 45.3% 

期待しない 49.5% 44.5% 54.7% 

なんともいえない・  0.2%  0.4%  0.0% 

わからない 

 

問 15-A マンション・ホテルの耐震強度偽装 

  全体 男性 女性 

小泉内閣・自民党 49.3% 48.2% 50.4% 

に責任がある 

小泉内閣・自民党 50.3% 51.8% 48.7% 

に責任はない 

なんともいえない・  0.4%  0.0%  0.9% 

わからない 
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問 15-B ライブドアの不正取り引き事件 

  全体 男性 女性 

小泉内閣・自民党 47.2% 48.2% 46.2% 

に責任がある 

小泉内閣・自民党 52.4% 51.8% 53.0% 

に責任はない 

なんともいえない・  0.4%  0.0%  0.9% 

わからない 

問 15-C 防衛施設庁の談合疑惑 

  全体 男性 女性 

小泉内閣・自民党 79.3% 79.2% 79.5% 

に責任がある 

小泉内閣・自民党 20.5% 20.8% 20.1% 

に責任はない 

なんともいえない・  0.2%  0.0%  0.4% 

わからない 

 

問 16-A 日本では最近、経済的な格差が広がっている 

  全体 男性 女性 

思う  89.6% 88.6% 90.6% 

思わない   9.8% 10.6%  9.0% 

なんともいえない・  0.6%  0.8%  0.4% 

わからない 

 

問 16-B 格差による“痛み”には手が打たれている 

  全体 男性 女性 

思う   7.9%  8.2%  7.7% 

思わない  91.4% 91.4% 91.5% 

なんともいえない・  0.6%  0.4%  0.9% 

わからない 

 

問 16-C 競争が社会の活気を高めている 

  全体 男性 女性 

思う  37.0% 38.4% 35.5% 

思わない  62.8% 61.2% 64.5% 

なんともいえない・  0.2%  0.4%  0.0% 

わからない 

 

問 17 今の社会の暮らしぶりを 6 つに区別すると、あな

たの家庭はどのあたりにあてはまると思いますか 

  全体 男性 女性 

上の上   0.4%  0.8%  0.0% 

上の下   2.3%  2.4%  2.1% 

中の上  24.0% 21.6% 26.5% 

中の下  45.3% 46.1% 44.4% 

下の上  22.5% 23.7% 21.4% 

下の下   4.6%  4.9%  4.3% 

なんともいえない・  0.8%  0.4%  1.3% 

答えたくない 

 

問 18 それでは、今のあなたの家庭の暮らしぶりが、10

年後にはどのあたりになりそうだと思いますか 

  全体 男性 女性 

上の上   2.5%  4.1%  0.9% 

上の下   3.1%  2.0%  4.3% 

中の上  18.8% 20.8% 16.7% 

中の下  35.5% 34.3% 36.8% 

下の上  27.3% 27.3% 27.4% 

下の下  11.5% 11.0% 12.0% 

なんともいえない・  1.3%  0.4%  2.1% 

答えたくない 

 

問 19 あなたは、日本の将来を考えるとき、とくに心配

したり不安に思うことがありますか（5つ以内） 

  全体 男性 女性 

高齢化と少子化 54.3% 52.7% 56.0% 

社会保障・福祉の 51.8% 48.2% 55.6% 

水準低下 

犯罪の増加 46.6% 40.8% 52.6% 

ふくれる財政赤字 46.3% 47.8% 44.9% 

モラルの低下 37.4% 40.4% 34.2% 

地球環境・自然破壊 32.4% 29.4% 35.5% 

青少年の教育・育成 29.2% 31.0% 27.4% 

経済の国際競争力の 27.8% 33.9% 21.4% 

低下 

官僚依存型の社会の 27.1% 27.8% 26.5% 

体質 

景気の行方 26.3% 26.9% 25.6% 

国の安全保障 26.1% 24.5% 27.8% 

雇用の不安 24.6% 26.1% 23.1% 

政治の不安定・不信 22.1% 20.0% 24.4% 

エネルギー不安 16.7% 16.3% 17.1% 

進まない行政改革 14.6% 18.0% 11.1% 

食糧危機   8.4% 11.0%  5.6% 

特にない・わから  0.4%  0.0%  0.9% 

ない 
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Ⅴ 質問票 
問１ あなたは、今の政治に満足していますか。 
     ① 大いに満足         ③ どちらかといえば不満足 
     ② どちらかといえば満足    ④ 全く不満足 
                     ⑤ なんともいえない・わからない 
 
問２ あなたは、国の政治の課題として、次に挙げた項目の中では、どれが最も重要だ 
   と思いますか。 
     ① 教育            ④ 景気・雇用 
     ② 行政・財政         ⑤ 安全保障・外交 
     ③ 福祉・医療         ⑥ その他（     ） 
                     ⑦ なんともいえない・わからない 
 
問３ あなたは、小泉内閣を支持しますか。 
     ① 支持する      ――→ 問４、６へ 
     ② 支持しない     ――→ 問５、６へ 
     ③ なんともいえない  ――→ 問６へ 
 
問４（問３で「① 支持する」とお答えの方に） 
   支持する理由は何ですか。２つ以内で挙げてください。 
     ① 自民党中心の内閣だから   ④ 首相の政治姿勢が好ましいから 
     ② 自民党・公明党の      ⑤ 政策に期待できるから 
       連立内閣だから       ⑥ ほかに適当な人がいないから 
     ③ 小泉純一郎さんが首相だから ⑦ その他（         ） 
                     ⑧ なんとなく・特に理由はない 
                      
問５（問３で「② 支持しない」とお答えの方に） 
   支持しない理由は何ですか。２つ以内で挙げてください。 
     ① 自民党中心の内閣だから   ④ 首相の政治姿勢が好ましくないから 
     ② 自民党・公明党の連立内閣  ⑤ 政策に期待できないから 
       だから           ⑥ ほかに適当な人がいるから 
     ③ 小泉純一郎さんが首相だから ⑦ その他（         ） 

⑧ なんとなく・特に理由はない 
 
問６ あなたは、小泉内閣が進めている内政・外交の課題の取り組みについて、どう受 

けとめていますか。該当する番号に○をお付けください。 
  評価する 評価しない なんともいえない 

Ａ 小泉内閣の改革の成果  ① ② ③ 

Ｂ 小泉首相の靖国神社参拝 ① ② ③ 

Ｃ 自衛隊のイラク派遣 ① ② ③ 

Ｄ 北朝鮮との問題処理 ① ② ③ 

Ｅ
Ｂ

米国産牛肉の輸入問題  ① ② ③ 

 
問７ あなたは現在、日本の首相にはどのような能力、資質が一番必要だと思いますか。 
     ① 清潔さ           ⑥ 国民への説明能力 
     ② 政策立案能力        ⑦ 人柄 
     ③ バランス感覚        ⑧ その他（      ） 
     ④ リーダーシップ       ⑨ 特にない 
     ⑤ 庶民感覚          ⑩ なんともいえない・わからない 
 
問８ 小泉純一郎首相は自民党総裁としての任期いっぱい（ことし９月）の退任を表明し 
   ています。あなたは自民党総裁の後継者（首相）として、だれがふさわしいと思い 

ますか。 
     ① 麻生太郎氏         ⑤ 福田康夫氏 
     ② 安倍晋三氏         ⑥ 山崎拓氏      
     ③ 竹中平蔵氏         ⑦ ６人の中にはいない 
     ④ 谷垣禎一氏           ほかの人では（      氏） 

             ⑧ なんともいえない・わからない 
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問９ あなたは、どの政党を支持しますか。 
     ① 自民党           ⑤ 社民党 
     ② 民主党           ⑥ 国民新党 
     ③ 公明党           ⑦ 新党日本 
     ④ 共産党           ⑧ その他の政党（     ）  
 
                  ①～⑧ －→ 問 10、12 へ 
     ⑨ 支持する政党はない      －→ 問 11、12 へ 
     ⑩ 答えたくない 
 
問10（問９で①～⑧とお答えの方に） 
   あなたは、支持する政党のどんな点を評価し、期待していますか。 
   次の中から２つ以内で挙げてください。 
     ① 安定感・頼りがい      ⑧ 開かれた党運営 
     ② 主義主張の一貫性      ⑨ 日本国憲法への姿勢 
     ③ 政策の現実性        ⑩ 清潔なイメージ 
     ④ 保守的な姿勢        ⑪ 長期的な視点 
     ⑤ 革新的な姿勢        ⑫ その他 
     ⑥ 中道的な姿勢         （              ） 
     ⑦ 党首の魅力         ⑬ なんとなく 
 
問11（問９で「⑨ 支持する政党はない」とお答えの方に） 
  あなたが、どちらかといえば親しみを感じたり、場合によっては支持・投票したい 

政党はありますか。 
     ① 自民党     ④ 共産党      ⑦ 新党日本 
     ② 民主党     ⑤ 社民党      ⑧ その他の政党（    ） 
     ③ 公明党     ⑥ 国民新党     ⑨ そのような政党はない 
                          ⑩ 答えたくない 
（全員の方に） 
問12 あなたは「支持政党なし（無党派）層」について、どのようにお考えですか。 
   次の中から２つ以内で挙げてください。 
     ① 政治を不安定にさせている  ⑥ 選挙での波乱要素になっている 
     ② 自由に１票を行使している  ⑦ 政党の努力しだいで減っていく 
     ③ 政治に対して無関心、無責任 ⑧ 政治家個人中心の選挙が背景にある 
     ④ 政治に関心の高い人が多い  ⑨ 棄権が多く投票率を下げる一因 
     ⑤ 政治・政党への不満、不信の ⑩ その他（         ） 
       表れ            ⑪ なんともいえない・わからない 
            
問13 民主党はことし秋に党代表の改選期を迎えます。あなたは、今の前原誠司代表が続 

けることを期待しますか、期待しませんか。 
     ① 前原代表が続けるのがよい  ③ なんともいえない・わからない 
     ② 新しい代表を選ぶのがよい 
      
問14 あなたは、政党が統一や分裂して新しい政党が生まれたり、新しい協力関係をつ 
   くったりする「政治・政党の再編成」が今後行われることを期待しますか。 

① 期待する  ② 期待しない  ③ なんともいえない・わからない 
 
問15 最近明らかになった事件で、小泉内閣・自民党の責任について、あなたはどう思いますか。 
   Ａ マンション・ホテルの耐震強度偽装 
     ① 小泉内閣・自民党に責任がある ③ なんともいえない・わからない 
     ② 小泉内閣・自民党に責任はない 
 

Ｂ ライブドアの不正取り引き 
     ① 小泉内閣・自民党に責任がある ③ なんともいえない・わからない 
     ② 小泉内閣・自民党に責任はない 
 

Ｃ 防衛施設庁の談合 
     ① 小泉内閣・自民党に責任がある ③ なんともいえない・わからない 
     ② 小泉内閣・自民党に責任はない 
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問16 今の日本の社会に対する、以下のような受けとめ方について、あなたはどう思いま 
すか。 

   Ａ 日本では最近、経済的な格差が広がっている 
 ① 思う     ② 思わない   ③ なんともいえない・わからない 

 
Ｂ 格差による“痛み”には手が打たれている 

     ① 思う     ② 思わない   ③ なんともいえない・わからない 
 
   Ｃ 競争が社会の活気を高めている 

① 思う     ② 思わない   ③ なんともいえない・わからない 
 
問17 今の社会の暮らしぶりを６つに区分すると、あなたの家庭はどのあたりにあてはまると思います

か。 
     ① 上の上           ⑤ 下の上 
     ② 上の下           ⑥ 下の下 
     ③ 中の上           ⑦ なんともいえない・答えたくない 
     ④ 中の下            
 
問18 それでは、今のあなたの家庭の暮らしぶりが、１０年後にはどのあたりになりそうだと思います

か。 
     ① 上の上           ⑤ 下の上 
     ② 上の下           ⑥ 下の下 
     ③ 中の上           ⑦ なんともいえない・答えたくない 
     ④ 中の下            
 
問19 あなたは、日本の将来を考えるとき、とくに心配したり、不安に思うことがありま 
   すか。次の中から５つ以内でお答えください。 
     ① 経済の国際競争力の低下   ⑨ 景気の行方 
     ② 国の安全保障        ⑩ エネルギー不安 
     ③ 社会保障・福祉の水準低下  ⑪ 青少年の教育・育成 
     ④ 政治の不安定・不信     ⑫ 高齢化と少子化 
     ⑤ ふくれる財政赤字      ⑬ 地球環境・自然破壊 
     ⑥ 進まない行政改革      ⑭ モラルの低下 
     ⑦ 官僚依存型の社会の体質   ⑮ 食糧危機 
     ⑧ 雇用の不安         ⑯ 犯罪の増加 
                     ⑰ 特にない・わからない 
 
 

＜性 別＞ ① 男性 ② 女性 
 
＜年 代＞ ② 20 代 ③ 30 代 ④ 40 代 ⑤ 50 代 ⑥ 60 代 ⑦ 70 代以上 
      （※年代と合わせて、選択肢番号を付けております） 
 
＜職 業＞ ① 農・林・漁業       ⑥ 商工・自営業 
      ② 事務・技術系の勤め    ⑦ 主婦 
      ③ 現業系の勤め       ⑧ 無職 
      ④ サービス系の勤め     ⑨ その他（具体的に        ） 

⑤ 役員・管理職・自由業 
 
＜地 域＞ ① 北信 ② 東信 ③ 中信 ④ 南信 
 
＜選挙区＞ ① １区 ② ２区 ③ ３区 ④ ４区 ⑤ ５区 
 
＜結 婚＞ ① 既婚 ② 未婚 
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